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有効成分の一般名：ダゾメット

商品名：バスアミド微粒剤

試験名： BJL-861微粒剤

化学名： 3、 5—ジメチルテトラヒドロー2H-l,3,5-

チアジアジンー2ーチオン
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■純品の理化学的性質
分子式： C出 10N 2 5 2 

分了量： 162.3

外観：類白色結晶

融点： 104~105℃

蒸気圧： 4.35X10 -6mmHg(20℃) 

溶解度： 0水： 0.36g/1OOg (20℃) 

安定度： O熱： 50℃で2年間安定（包装容器未開封）

0酸性： O.lNHCI半減期0.62時間

〇アルカリ性： O.lNNaOH直ちに加水分解

〇光：人工光照射(238~579nm)で半減期＞24時間

■安全性
1.人畜毒性（医薬用外劇物）

急性経口：ラット LDso cl'550mg/kg 辛710mg/kg

急性経口：マウス LDso が455mg/kg 辛430mg/kg

急性経皮：ラット LDso cl'2,260mg/kg 年2,600mg/kg

急性経皮：マウス LDso cl'2,400mg/kg 辛2,530mg/kg

眼粘膜剌激性：ほとんど剌激性なし（ウサギ）

皮膚剌激性：剌激性なし（ウサギ）

※ただし、MITCは刺激性があります（強度）。

2.水生動物に対する毒性(A類相当）

コ イ Tlm(48時間）＞10ppm

ミジンコ Tlm(3時間）＞40ppm

3.鳥類に対する毒性

アメリカウズラ（急性経口） LC so >S,OOOppm 

マ ガ モ（急性経口） LCso >S,OOOppm 

も バスアミド微粒剤とは

~ I /!~\~門竺．［り三‘巴三．9り門戸':•• •... • •. • • • •... ・ •. ・ • ・ •... ・ • ・ •. ・ •. ・ •........ ・ • ・ ・ • ・ • ・ •. ・ • ・ ・ • ・ •... ・ •... ・ •. : 

バスアミド微粒剤の使用方法について
Q 1 作業手順はどのようにすればよいのですか？・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4 

Q 2 処理時の土壌水分はどの程度がよいのですか？．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 6

Q 3 処理時の温度（地温）によって違いはありますか？．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 7 
Q 4 土壌の種類によって効力に違いはありますか？．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 7
Q 5 MITCガスは土壌中でどのように移行しますか？．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 8 

Q 6 バスアミド粒子は混和深度まで確実に分散していますか？・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 9 

Q 7 各場面での使用方法を具体的に教えてください。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 
Q 8 鎮圧でキャベツ・はくさいの根こぶ病を防除する際の効果的な使用方法を教えてください。… 14 
Q 9 表層混和処理をする際の注意点は何ですか？．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 15

Q10 苗床の床土消毒をする場合の簡単な方法を教えてください。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

Q 11 苦土石灰や石灰窒素と同時に混和しても大丈夫ですか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

Q 12 骨粉や完熟堆肥と同時に混和しても大丈夫ですか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 
Q 13 雑草に対する効果を草種別に教えてください。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 17
Q14 土壌害虫に対しても効果がありますか？．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 18

Q 15 殺センチュウ剤との体系処理方法を教えてください。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 19 
Q 16 バスアミドとクロルピクリンの同時処理は可能ですか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 
Q 17 バスアミドのガス抜きが不十分な場合に生じる薬害の症状を教えてください。…………•• 21 

゜



３

作用機作
散布したバスアミド微粒剤は土壌水分によって速やかに分解され、活性
成分であるメチルイソチオシアネート（MITC）を生成し、土壌中に拡散し
ます。
このMITCが土壌中の微生物などの呼吸作用におけるSH基酵素を阻害
します。

バスアミド微粒剤の分解

バスアミド微粒剤 MITC 活性成分

アンモニア

その他

分解

水

刺激臭が少ない。
刺激性の臭いが少ないので、周辺の民家などに迷惑を掛ける心配
が少ない薬剤です。また、毒性も比較的低く、作業者に対する安全
性が高い薬剤です。

優れた効果。
広範囲の土壌病害および、センチュウに優れた効果を発揮します。
また、雑草に対しても高い殺草効果があります。

散布が簡単。
微粒剤ですから、散粒器または手（手袋着用）で簡単に散布できま
す。そのうえ、均一に散布されたかどうかは目で確認できます。

1

2

3

特　　長
土壌病害、雑草およびセンチュウに対して効果のある総合土壌
消毒剤です。従来の土壌くん蒸消毒液剤のような刺激臭が少な
く、またオゾン層に影響がないなど、環境に対する影響の少ない
薬剤です。
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1Q 作業手順はどのようにすれば
よいのですか？

効果・薬害等の注意
●本剤は土壌中の水分によって分解し、ガスを発生することによって効果を
発揮するもので、土壌の種類、水分含量、温度等により効果にふれが出る
ので､以下のことに十分留意してください。
①地温が10℃以下のときには使用しないでください。
②砂質土壌や乾燥した土壌で使用する場合は、ていねいに混和した後灌水
して適度の水分を与えてから被覆してください。
③次の場合はガスの拡散が遅いので、被覆期間を適宜延長してください。
ア．重粘土質の土壌の場合
イ．降雨などにより、土壌水分が多い場合
ウ．地温が低い（15℃以下）場合
●センチュウが多発する条件、あるいはトマト・なすではセンチュウ類に対す
る効果が劣る場合があるので、センチュウを防除対象とする場合には、他
の防除方法と併用して使用してください。
●ガス抜きが不十分であると薬害を生ずるおそれがあるので、少なくとも2
回は耕起によるガス抜きを実施してください。なお、ガス拡散の遅い条件
の場合は特にていねいに行なってください。

●りんごおよび桑の紫紋羽病・白紋羽病、なしおよびぶどうの白紋羽病の防
除に使用する場合は、被害株を抜き取った発病のあと地の周辺部を含め
て、できるだけ広めに処理してください。
●本剤が作物に直接触れると薬害を生ずるので、周辺に作物がある場合に
はかからないように十分間隔をおいて薬剤を処理してください。
●温室やビニールハウスなどの施設内に作物がある場合、薬害を生ずるお
それがあるので使用しないでください。
●しょうがの根茎腐敗病に対しては、多発生条件下では効果が不十分な場
合があるので注意してください。
●は種前20～10日に使用する場合は、地温20℃以上の条件に限って使
用してください。
●芝の場合、目土中に含まれる雑草種子を殺す目的で目土を処理するもの
であるので、除草剤として芝生に直接散布することのないように注意して
ください。
●だいこんの｢つまみ菜｣および｢まびき菜｣には使用しないでください。
●いちご萎黄病に対しては、多発条件下で効果が劣る場合があるので、他の
防除方法と併用してください。

安全使用上の注意
●作業に際してはガスに暴露しないよう、風向きなどを十分配慮してください。
●作業中およびくん蒸中の圃場などへ、小児など作業に関係のない者や、
家畜・家禽が立ち入らないよう十分注意してください。
●住宅地付近での使用に当たっては、ガスによる危被害の発生防止に十分
配慮し、特に住宅に隣接する圃場では使用しないでください。
●適用作物群に属する作物またはその新品種に本剤を初めて使用する場
合は、使用者の責任において事前に薬害の有無を十分確認してから使用
してください。
●使用方法などを厳守してください。特に初めて使用する場合は、農業改良
普及センター・病害虫防除所等、関係機関の指導を受けることをおすすめ
します。
●本剤の処理の際は、吸収缶付き（活性炭入り）防護マスク、不浸透性手袋、
長ズボン・長袖の作業衣、ゴム長靴などを着用してください。ガス抜き作業
の際および、ガス抜き作業前に施設内に立ち入る場合にも、同様の防護
マスクを着用してください。また、薬剤が皮膚に付着したり、粉末や発生す
るガスを吸い込んだりしないよう注意し、作業後は直ちに身体を洗い流し、

洗眼・うがいをするとともに衣服を交換してください。
●作業時に着用していた衣服などは、他のものとは分けて洗濯してください。
●医薬用外劇物。取り扱いには十分注意してください。誤って飲み込んだ場
合には吐き出させ、直ちに医師の手当てを受けさせてください。本剤使用
中に身体に異常を感じた場合には直ちに医師の手当てを受けてください。
●本剤は皮ふに対して強い刺激性があるので、皮ふに付着しないよう注意し
てください。付着した場合には直ちに石けんでよく洗い落としてください。
●かぶれやすい体質の人は取り扱いに十分注意してください。
●本剤は眼に対して刺激性があるので、眼に入らないよう注意してください。
眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当てを受けてください。
●水に触れると有毒なガスが発生するので、保管および取り扱いに注意して
ください。
保管…密封し、直射日光をさけ、食品と区別して、小児の手の届かない冷涼・
乾燥した所に、カギをかけて保管してください。種子・苗・肥料、他の農薬な
どと隔離してください。盗難・紛失の際は警察に届け出てください。
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土壌水分が不足している
場合は、処理後散水してく
ださい。水分不足は効果不
足や薬害の原因となります。
（湿り具合は、軽く握って崩
れない程度が適正です）。
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地　温
15℃以上

地　温
12～15℃

約20日目以降

約30日目以降

7～14日間 2～3日間 2～3日間 2～3日間

20日間 2～3日間 2～3日間 2～3日間
※低温時に散布する際は、被覆期間を約1～3か月おい
てから播種・植え付けを行なってください。

被　覆

被　覆

◯散布から植え付けまでの目安

地　　温
25℃以上
15～25℃
10～15℃

被覆日数
10～14日
14～21日
30日

散布から播種･植え付けま
でに要する日数（目安）

※播種または植
え付け前20
～10日に使
用する場合に
は、地温20℃
以上の条件に
限ります。
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効果・薬害等の注意
●本剤は土壌中の水分によって分解し、ガスを発生することによって効果を
発揮するもので、土壌の種類、水分含量、温度等により効果にふれが出る
ので､以下のことに十分留意してください。
①地温が10℃以下のときには使用しないでください。
②砂質土壌や乾燥した土壌で使用する場合は、ていねいに混和した後灌水
して適度の水分を与えてから被覆してください。
③次の場合はガスの拡散が遅いので、被覆期間を適宜延長してください。
ア．重粘土質の土壌の場合
イ．降雨などにより、土壌水分が多い場合
ウ．地温が低い（15℃以下）場合
●センチュウが多発する条件、あるいはトマト・なすではセンチュウ類に対す
る効果が劣る場合があるので、センチュウを防除対象とする場合には、他
の防除方法と併用して使用してください。
●ガス抜きが不十分であると薬害を生ずるおそれがあるので、少なくとも2
回は耕起によるガス抜きを実施してください。なお、ガス拡散の遅い条件
の場合は特にていねいに行なってください。

●りんごおよび桑の紫紋羽病・白紋羽病、なしおよびぶどうの白紋羽病の防
除に使用する場合は、被害株を抜き取った発病のあと地の周辺部を含め
て、できるだけ広めに処理してください。
●本剤が作物に直接触れると薬害を生ずるので、周辺に作物がある場合に
はかからないように十分間隔をおいて薬剤を処理してください。
●温室やビニールハウスなどの施設内に作物がある場合、薬害を生ずるお
それがあるので使用しないでください。
●しょうがの根茎腐敗病に対しては、多発生条件下では効果が不十分な場
合があるので注意してください。
●は種前20～10日に使用する場合は、地温20℃以上の条件に限って使
用してください。
●芝の場合、目土中に含まれる雑草種子を殺す目的で目土を処理するもの
であるので、除草剤として芝生に直接散布することのないように注意して
ください。
●だいこんの｢つまみ菜｣および｢まびき菜｣には使用しないでください。
●いちご萎黄病に対しては、多発条件下で効果が劣る場合があるので、他の
防除方法と併用してください。

安全使用上の注意
●作業に際してはガスに暴露しないよう、風向きなどを十分配慮してください。
●作業中およびくん蒸中の圃場などへ、小児など作業に関係のない者や、
家畜・家禽が立ち入らないよう十分注意してください。
●住宅地付近での使用に当たっては、ガスによる危被害の発生防止に十分
配慮し、特に住宅に隣接する圃場では使用しないでください。
●適用作物群に属する作物またはその新品種に本剤を初めて使用する場
合は、使用者の責任において事前に薬害の有無を十分確認してから使用
してください。
●使用方法などを厳守してください。特に初めて使用する場合は、農業改良
普及センター・病害虫防除所等、関係機関の指導を受けることをおすすめ
します。
●本剤の処理の際は、吸収缶付き（活性炭入り）防護マスク、不浸透性手袋、
長ズボン・長袖の作業衣、ゴム長靴などを着用してください。ガス抜き作業
の際および、ガス抜き作業前に施設内に立ち入る場合にも、同様の防護
マスクを着用してください。また、薬剤が皮膚に付着したり、粉末や発生す
るガスを吸い込んだりしないよう注意し、作業後は直ちに身体を洗い流し、

洗眼・うがいをするとともに衣服を交換してください。
●作業時に着用していた衣服などは、他のものとは分けて洗濯してください。
●医薬用外劇物。取り扱いには十分注意してください。誤って飲み込んだ場
合には吐き出させ、直ちに医師の手当てを受けさせてください。本剤使用
中に身体に異常を感じた場合には直ちに医師の手当てを受けてください。
●本剤は皮ふに対して強い刺激性があるので、皮ふに付着しないよう注意し
てください。付着した場合には直ちに石けんでよく洗い落としてください。
●かぶれやすい体質の人は取り扱いに十分注意してください。
●本剤は眼に対して刺激性があるので、眼に入らないよう注意してください。
眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当てを受けてください。
●水に触れると有毒なガスが発生するので、保管および取り扱いに注意して
ください。
保管…密封し、直射日光をさけ、食品と区別して、小児の手の届かない冷涼・
乾燥した所に、カギをかけて保管してください。種子・苗・肥料、他の農薬な
どと隔離してください。盗難・紛失の際は警察に届け出てください。

ビ
ニ
ー
ル
被
覆

　
ま
た
は
水
封

ビニールなどで土壌を被覆するのが
最も理想的です。またはローラーをか
けて土壌を鎮圧して散水を行なってく
ださい。

ビ
ニ
ー
ル
被
覆

畝
間
注
水

1～3週間後
ただし地温が低い場合や
重粘土質の土壌や降雨等
によって土壌水分が多い
場合は、ガスの拡散が遅い
ため被覆期間を延長してく
ださい。（6p「散布から植
え付けまでの目安」参照）

ハ
ウ
ス
密
閉

被
覆
除
去
お
よ
び

　
ガ
ス
抜
き(

2
回)

消毒されていない部分の
土壌が混ざると病原菌が
急速に増殖し、病気が蔓
延する危険があるため、
ガス抜き時の混和深度は、
処理時の深度以上にはし
ないでください。
ビニールを除去し、ロー
タリーなどで1回目のガ
ス抜きを行ない、2～3日
後に再度ガス抜きを行な
います。被覆除去後、湛
水・代かきは行なわない
でください。

発
芽
テ
ス
ト

植え付けの
前に、土壌中
のガスが完
全に抜けた
かどうか発芽
テストを行な
ってから植え
付けてくださ
い。
（下図参照）

播
種・定
植・植
え
付
け

2
〜
3
日
後

約
1か月後

発芽テストの方法
2回目のガス抜き作業終了後、2～3日後に行なってください。
1．密封できる透明な広口ビンを最低2個用意し、一つにはバスアミドを処理した土（深さ
10～15cmの所）を、もう一つには無処理の土をそれぞれ半分くらい入れる。処理した
土はびんに入れたらすぐふたをする。バスアミド処理土はできれば異なる数か所から採
種し、それぞれテストする。

2．透明なカップの中に湿らせた脱脂綿を置き、その上に発芽の早い野菜の種子を入れ、そ
れをびんの中に置く。再びすぐに密閉し、室温の高い所に2日ほど（低温の場合は3～4
日）置き、発芽状態をチェックする。

3．バスアミド処理区の種子を無処理区と比較し、異常がないことを確認してから植え付け
を行なう。発芽しなかったり、発芽抑制を受けている場合は、土壌中にガスが残っている
ので再度ガス抜きを行なう。

透明なカップ
タネ
（10～20粒くらい）

湿らせた脱脂綿 ただし温度が低い場合は
3～4日おいてください。

バスアミド処理区 無処理区 バスアミド処理区 無処理区

発芽に問題あり 異常なし
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適正状態

○壌質砂土（容器内試験） ○砂壌土（容器内試験）

散布
直後

1時間 4時間 1日
散布後日数

4日 7日 11日

２００

１６０

１２０

８０

４０

０

土
壌
中
の
バ
ス
ア
ミ
ド
残
留
量（
ppm
）

散布
直後

1時間 4時間 1日
散布後日数

4日 7日 11日

２００

１６０

１２０

８０

４０

０

土
壌
中
の
バ
ス
ア
ミ
ド
残
留
量（
ppm
）

バスアミドを加水分解して活性成分のMITC
を生成するには、適度な土壌水分が必要とな
りますが、水分が不足するとバスアミドの分解
が遅くなり、逆に多すぎるとガスの拡散を妨げ
てしまいます。土壌の種類によって容水量が

異なりますが、バスアミドが効率的に効果を示
すには最大容水量の６０～７０％（土壌水分と
して２０～４０％）が望ましく、手で握って形が崩
れない程度がめやすとなります。

手で握って形が崩れない程度が目安です。

処理時の土壌水分は
どの程度がよいのですか？2

適正状態

ビーカーに詰めてから
逆さにした状態

手で握った状態

圃場容水量割合（％）
土壌水分割合（％）

40 50 60 70 80 90
16 20 25 29 33 37

■最適土壌水分の目安
○黒ボク土

ビーカーに詰めてから
逆さにした状態

手で握った状態

圃場容水量割合（％）
土壌水分割合（％）

40 50 60 70 80 90
16 20 24 28 32 36

○函南黄褐色土

Q

対最大容水量（％）

土壌水分（％）

1区

11.9

5

2区

23.8

10

3区

47.6

20

4区

100

42

対最大容水量（％）

土壌水分（％）

1区

16.7

5

2区

33.3

10

3区

66.7

20

4区

100

30
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有機物含量
分解速度
対　　策

少量（砂質土壌）
遅い（薬害のおそれ）
被覆期間の延長

適　度
早い
ー

過　多
ー（吸着による効果不足）
薬量を多めに使用

○土壌中の有機物含量とMITC分解速度の関係

散布
直後

○壌質砂土（容器内試験）

1時間 4時間 1日
散布後日数

2日 5日4日 8日

１８０

１５０

１２０

９０

６０

３０

０

土
壌
中
の
残
留
量（
ppm
）

土壌温度が高いほど、分解が促進されます。
低温時に処理する場合は、被覆期間を長く

（約1～3か月）おいてから播種・植え付けをしてください。

処理時の温度（地温）によって
違いはありますか？

バスアミド・MITCともに地温が高いほど分解
が促進され、２５℃（地温）以上では急速に分
解がすすみます。逆に低温ではバスアミド・
MITCとも分解が遅くなるため、秋冬期など低

温時に処理する場合は、被覆期間を長く（約
１～３か月）おいてから播種・植え付けをしてく
ださい（Q１の「散布から植え付けまでの目安」
を参照）。

MITCの分解速度は土壌中の有機物含量によって
異なるので、注意してください。

バスアミドからMITCへの分解には影響ありま
せんが、MITCの分解速度は土壌中の有機
物含量によって異なるので、注意してください。

有効成分の拡散を促すため、耕起は十分に
行なってください。

4Q 土壌の種類によって、効力に
違いはありますか？

3

○散布から播種・植え付けまでに
要する日数

土壌水分は最大容
水量の40％

地　温
25℃以上
15～25℃
10～15℃

日　数
10～14日
14～21日
30日

Q

成分名

温　度 3℃

バスアミド MITC

22℃ 3℃ 22℃
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横方向へはほとんど移行しないため、
均一な散布が重要となります。

5Q MITCガスは土壌中で
どのように移行しますか？

MITCガスは、土壌中で主に上方に移動しま
すが、下方・横方向へはほとんど移動しません。

そのため効果安定のためには、均一な散布が
重要となります。

通常混和処理
混和深度：15cm
散 水 量：10mm
被　　覆：7日間
処理時地温：22℃

表層混和処理
混和深度：3cm
散 水 量：10mm
被　　覆：7日間
処理時地温：22℃

20kg/10a処理 30kg/10a処理

10cm 10cm 10cm 10cm

15cm

バ
ス
ア
ミ
ド
処
理
層

バ
ス
ア
ミ
ド
処
理
層

バスアミド処理層

10cm

3cm

10cm

効　果 ◎ ○ △ ×
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処理後に土壌混和することで、混和深度まで
均一に分散することが確認されています。

6Q バスアミド粒子は、
混和深度まで確実に
分散していますか？

○通常混和処理（混和深度20cm）

土壌深度（cm）

0～3

3～6

6～9

9～12

12～15

15～18

18～21

バスアミド粒子分散

すべての深度で
粒子の分子を確認

効　　果

高　い
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（ （

① 耕　起使用場面

ていねいに砕土
植物残渣などを取り除く
土壌が乾燥している場合は耕
起前に散水してください

② 均一散布

日曹バスアミド散粒器などで
均一に散布
（薬量は作物別に確認）

③ 土壌混和

ロータリーなどで均一に混和
（深さ15～25cm）

④ 散　水 ⑤ ビニール被覆

ハウス・本　圃
（基本型）

① 耕　起使用場面

ていねいに砕土
植物残渣などを取り除く
降雨後適度な土壌水分時に
実施してください

② 均一散布

一般的には20～30kg/10a
（薬量は作物別に確認）
日曹バスアミド散粒器などで均
一散布（薬量は作物別に確認）

③ 土壌混和

ロータリーなどで均一に混和
（深さ15～25cm）

④ 鎮　圧

タイヤ圧などで鎮圧

⑤ 散　水

可能　な場合は実施してくだ
さい

露 地
（秋期・春期）

① 耕　起使用場面

ていねいに砕土
植物残渣などを取り除
く

② 均一散布

日曹バスアミド散粒器
などで均一散布
（薬量は作物別に確認）

③ 土壌混和

ロータリーなどで均一
に混和
（深さ15～25cm）

④ 小畝立て

畝幅をできるだけ狭く
小畝立にする

⑤ビニール被覆

畝立後直ちにビニール
などで被覆

⑥ 畝間注水

畝　肩まで湛水する

ハウス
太 陽 熱
消毒併用

7Q 各場面での使用方法を
具体的に教えてください。

適正な土壌水分に
（水不足は効力不足・薬害の
原因!）
P8.Q2参照

ビニ　ールなどで被覆
（被　 覆期間は十分に!）
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⑤ビニール被覆 ⑥ 被覆除去・ガス抜き

被覆を除去し、ガス抜きを2
～3日間隔で最低2回実施
ガス抜き深度を、③の混和深
度以内に

⑦ 発芽テスト

ガス抜き2～3日後に、だいこ
ん等の種で発芽テスト
（無処理区を忘れないこと）

⑧ 畝　立

施肥・畝立を行なう
完熟堆肥を用いる

⑨ 播種・定植・植え付け

無病苗を用いる

⑤ 散　水

可能　な場合は実施してくだ
さい

⑥ ガス抜き

一定期間後、ガス抜きを2～
3日間隔で最低2回実施
ガス抜き深度を、③混和深度
以内に

⑦ 発芽テスト

ガス抜き2～3日後に、だいこ
んなどの種で発芽テスト
（無処理区を忘れないこと）

⑧ 畝　立

施肥・畝立を行なう
完熟堆肥を用いる

⑨ 播種・定植・植え付け

無病苗を用いる

⑥ 畝間注水

畝　肩まで湛水する

⑦ ハウス密閉

約30日間ハウスを密
閉し、自然落水とする

⑧ ガス抜き

約1か月後にガス抜きを2
～3日間隔で、最低2回実施
ガス抜き深度を、③混和深
度以内に

⑨ 発芽テスト

ガス抜き2～3日後に、だ
いこんなどの種で発芽テ
スト
（無処理区を忘れないこと）

⑩ 畝　立

施肥・畝立を行なう
完熟堆肥を用いる

⑪ 播種・定植・植え付け

無病苗を用いる

●基本的な使用方法はQ１をご参照ください。
●使用前に防護マスク・不浸透性手袋・ゴム長靴を必ず着用してください。注意事項

ビニ　ールなどで被覆
（被　 覆期間は十分に!）
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① 耕　起使用場面

ていねいに砕土
植物残渣などを取り除く
土壌が乾燥している場合は耕起
前に散水してください

② 均一散布

日曹バスアミド散粒器などで、均一
散布
10～20g/m２（たまねぎ）

③ 土壌混和

レーキなどで表層混和
（深さ2～3cmまで）

④ 散　水

たまねぎ
苗 床
（表層混和）

① 土壌採取使用場面 ② 均一散布

200～400g/m３
（薬量は作物別に確認）

③ 土壌混和

スコップなどで均一に混和

④ 散　水

床 土
消 毒

① 床土の積み上げ使用場面

ビニールの上に、土壌を約1m×
1m×10cm積む

② 均一散布

40g/ｍ２（200g/m３の場合）

③ 表層混和

表層混和し、さらに土壌を10cm
積む

④ 散　水

（ （
床 土
消 毒
層 状
処 理 法

適正な土壌水分に
（水不足は効力不足・薬 害の原
因!）
P8.Q2参照

十分に散水
（水不足は効力不足・薬　 害の原
因!）

①～③をくり返し、高さ 50cm
まで積み上げ、十分に散 水
（水不足は効力不足・薬 害の原
因!）
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④ 散　水 ⑤ ビニール被覆 ⑥ 被覆除去・ガス抜き

被覆を除去し、ガス抜きを2～3
日間隔で最低2回実施
レーキなどで深さ2～3cmまで

⑦ 発芽テスト

ガス抜き2～3日後に、だいこん
などの種で発芽テスト
（無処理区を忘れないこと）

⑧ 播　種

④ 散　水 ⑤ ビニール被覆 ⑥ 被覆除去・ガス抜き

被覆を除去し、ガス抜きを2～3
日間隔で最低2回実施

⑦ 発芽テスト

ガス抜き2～3日後に、だいこん
などの種で発芽テスト
（無処理区を忘れないこと）

⑧ 播種・植え付け

無病苗を用いる

④ 散　水 ⑤ ビニール被覆 ⑥ 被覆除去・ガス抜き

被覆を除去し、土壌を10cm程度
に広げ、ガス抜きを行なう

⑦ 発芽テスト

ガス抜き2～3日後に、だいこん
などの種で発芽テスト
（無処理区を忘れないこと）

⑧ 播種・植え付け

無病苗を用いる

ビニールなどで被覆
（被覆期間は十分に  ）！

適正な土壌水分に
（水不足は効力不足・薬 害の原
因!）
P8.Q2参照

十分に散水
（水不足は効力不足・薬 害の原
因!）

ビニールなどで被覆
（被覆期間は十分に!）

ビニールなどで被覆
（被覆期間は十分にに!）

①～③をくり返し、高さ  50cm
まで積み上げ、十分に散 水
（水不足は効力不足・薬 害の原
因!）
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バスアミドは鎮圧でも効果を発揮しますが、
激発条件の場合は、効果が不十分です。

その際は、フロンサイドSCとの体系防除をおすすめします。

●供試作物：かぶ
●品　　種：スワン
●発　　生：自然発生
●処　　理：11/13（バスアミド処理）、12/4（第1回ガス抜き）、

12/5（第2回ガス抜き・フロンサイドSC混和※）、12/6（土壌採集）
●播　　種：12/14
●調　　査：平14/2/25（播種52日後）、3/12（播種67日後）
※フロンサイドSCはかぶに未登録

8Q 鎮圧でキャベツ・はくさいの
根こぶ病を防除する際の、効果的な
使用方法を教えてください。

○

△

○

バスアミド
散布・混和

バスアミド
散布・混和

バスアミド
散布・混和

第2回ガス抜き時
にフロンサイド
SC土壌混和

被覆除去・
ガス抜き

ガス抜き
耕
　
起

耕
　
起

散
　
水

被
　
覆

鎮
　
圧

散
　
水

鎮
　
圧

散
　
水

発
芽
テ
ス
ト

定
　
植

発
芽
テ
ス
ト

定
　
植

発
芽
テ
ス
ト

定
　
植

耕
　
起

激発時の
効　　果 作業手順

○根こぶ病　（平成１３年　日本曹達株式会社　磐梯農場）

バスアミド
30kg/10a
被覆

バスアミド
30kg/10a
鎮圧

無処理バスアミド
30kg/10a鎮圧
→フロンサイドSC
500㎖/10a＊

（　）内は防除価
＊：希釈水量100ℓ/10a

（０）
２６.７

（０）
５７.５

（９９.０）
０.３

（９６.１）
２.２

（５２.１）
１２.８

（５４.１）
２６.４

（１００）
０

播種67日後播種52日後

（１００）
０

発

病

度
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○バスアミドの床土層状処理効果
　（平成１２年　日本曹達株式会社　榛原農業研究所）

●処理：4/28
●調査：6/5
●薬害：なし（はくさい・レタスで発芽テスト）
●指数：0（無害）～10(枯死）

床土層状処理でも、床土全体を均一に
消毒できることが確認されています。
処理前に土壌中へ雑草種子
を均一に混入し、床土表層処
理を行ない、被覆除去後5か
所から土壌採取。ガス抜き後
灌水し、殺草効果を調査。 左下

左上

右下

中央 右上

左　上 右　上

殺
草
効
果
指
数

右　下左　下中　央
土壌採取か所

１０ １０１０ １０１０ １０１０ １０１０ １０

メヒシバアオビユ

9Q 表層混和処理をする際の注意点は
何ですか？

通常混和処理（混和深度15～20cm）に比べ表層混和処理（レーキで浅
く2～3cm混和）は、土壌中のMITCガスの影響が比較的長く認められる
傾向があるため、以下の点に注意してください。

1）混和深度が浅い分バスアミド粒子の密度が高くなる
ため、確実にMITCガス化するよう多めに散水して
ください。

2）被覆期間も確実にとってください。
3）ガス抜きも必ず実施してください。

○床土層状処理法の手順

❶ビニールの上に土壌を1m×1m×高さ10cm積む

❷バスアミドを40g/m２均一に散布（200g/m２の場合）

❸表面を撹拌してさらに土壌を10cm積む

❹2と3をくり返し、高さ50cmまで積み上げる

❺十分に散水する

❻ビニールなどで14日間被覆する

❼被覆除去後、土壌を高さ10cm程度に広げガス抜きする

10Q 苗床の床土消毒をする場合の、
簡単な方法を教えてください。

床土層状処理法がおすすめです。



１６

○バスアミドの苦土石灰および石灰窒素混和による殺草効果 （平成１２年　日本曹達株式会社　榛原農業研究所）

○バスアミドの骨粉および完熟堆肥混和による殺草効果（ホトケノザ） 　（平成１２年　日本曹達株式会社　榛原農業研究所）

指数：0（無害）～10（枯死）

指数：0（無害）～10（枯死）

バスアミド
20kg/10a

８
７

バスアミド
30kg/10a

９ ９

バスアミド
20kg/10a

+
苦土石灰

200kg/10a

８
７

バスアミド
30kg/10a

+
苦土石灰

200kg/10a

９ ９

メヒシバホトケノザ

殺
草
効
果
指
数

バスアミド
20kg/10a

バスアミド
30kg/10a

バスアミド
20kg/10a

+
石灰窒素

100kg/10a

バスアミド
30kg/10a

+
石灰窒素

100kg/10a

殺
草
効
果
指
数

８
７

９ ９ ９ ９
１０ １０

バスアミド
20kg/10a

バスアミド
30kg/10a

バスアミド
20kg/10a

+
骨粉

200kg/10a

バスアミド
30kg/10a

+
骨粉

200kg/10a

殺
草
効
果
指
数

バスアミド
20kg/10a

バスアミド
30kg/10a

バスアミド
20kg/10a

+
完熟堆肥
10t/10a

バスアミド
30kg/10a

+
完熟堆肥
10t/10a

９.５９.５９.５９.５９.５９.５９.５ ９.０

殺
草
効
果
指
数

骨粉や完熟堆肥と同時に
混和しても大丈夫ですか？

苦土石灰200kg/10a、石灰窒素100kg/10a程度との
同時混和であれば、問題ありません。

11Q 苦土石灰や石灰窒素と同時に
混和しても大丈夫ですか？

骨粉200kg/10a、完熟堆肥10t/10a程度との
同時混和であれば、問題ありません。

ただし、未熟な堆肥は使用しないでください。

12Q

●処理：9/29　●調査：11/14 ●薬害：なし（キャベツ・レタスで発芽テスト）
●試験方法：深度15cmで混和後に散水し、7日間被覆。処理7日後と12日後にガス抜きを行ない、46日後に殺草効果を調査。

●処理：10/13　●調査：12/13 ●薬害：なし（キャベツ・レタスで発芽テスト）
●試験方法：深度15cmで混和後に散水し、14日間被覆。処理14日後と19日後にガス抜きを行ない、61日後に殺草効果を調査。



１７

登録範囲内の高薬量処理では、
広い草種に対し十分な効果が認められています。

低薬量では、イネ科雑草・スベリヒユにやや弱い傾向がみられます。

○通常混和処理
■殺草効果

薬　　  量
（kg/10a）

イネ科雑草 広葉雑草

メヒシバ ノビエ アキノ
エノコログサ

スズメノ
カタビラ アオビユ アカザ

20.0
30.0

○
◎

○
◎

○
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

薬剤名

バスアミド

薬　　  量
（kg/10a）

広葉雑草

スベリヒユ ハキダメギク オオオナモミ ホトケノザ ハコベ カラスノエンドウ

20.0
30.0

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

◎
◎

薬剤名

バスアミド
◎
◎

○表層混和処理

薬　　  量
（kg/10a）

イネ科雑草 広葉雑草

メヒシバ ノビエ スズメノ
カタビラ スベリヒユアオビユ ハキダメギク

10.0
20.0

○
◎

△～○
◎

◎
◎

◎
◎

△～○
◎

◎
◎

薬剤名

バスアミド

薬　　  量
（kg/10a）

広葉雑草

ホトケノザ ハコベ ナズナ カラスノエンドウ

10.0
20.0

◎
◎

◎
◎

◎
◎

○～◎
○～◎

薬剤名

バスアミド

13Q 雑草に対する効果を
草種別に教えてください。

スズメノカタビラ ノビエ メヒシバ

スベリヒユ ホトケノザ アカザ



１８

○ネギハモグリバエ（ねぎ） （平成5年　新潟県園芸試験場）

■バスアミドの殺虫活性

被
害
株
率（
％
）

バスアミド
20g/m２

バスアミド
30g/m２

A粒剤
9kg/10a

無処理

１４.０

４６.２

１５.９

４１.５

14Q 害虫に対しても
効果がありますか？

ネギハモグリバエに
効果を示すことが確認されています。

●品　　種：元蔵
●発生状況：中発生
●は 　種：8/6
●区制・面積：1区5m２,3連制
●処　　理：（バスアミド）7/6、（A剤）8/6
●ガス抜き：（バスアミド）7/16,28
●調　　査：9/17

ネギハモグリバエ被害 ネギハモグリバエ成虫



１９

●供試作物：ミニトマト
●対象害虫：サツマイモネコブセンチュウ
●処　　理：7/29（バスアミド、DｰD剤）、8/15（ネマトリン粒剤）
●被　　覆：13日間
●ガス抜き：8/11,15
●定　　植：8/18
●調　　査：10/5，6

バスアミド
30kg/10a

バスアミド30kg
→ネマトリン粒剤＊
30kg/10a

８６.０

９９.７ ９９.９

５９.４

９５.４ ９８．５

ネコブ数センチュウ数

バスアミド30kg
→DｰD
20ℓ/10a

15Q 殺センチュウ剤との
体系処理方法を教えてください。

バスアミドはセンチュウに対して効果が
不十分な場合があるので、殺センチュウ剤との

体系処理をおすすめします。
■DｰD剤との体系処理

■ネマトリンエース粒剤との体系処理

耕

起

バ
ス
ア
ミ
ド
散
布

土

壌

混

和

Dｰ

D
剤
注
入

ビ
ニ
ー
ル
被
覆

散

水

耕

起

バ
ス
ア
ミ
ド
散
布

土

壌

混

和

散

水

ビ
ニ
ー
ル
被
覆

ガ

ス

抜

き

ガ

ス

抜

き

発
芽
テ
ス
ト

植

え

付

け

ガ

ス

抜

き

ガ
ス
抜
き
＋
ネ
マ
ト
リ
ン

エ
ー
ス
粒
剤
混
和

発
芽
テ
ス
ト

植

え

付

け

○殺センチュウ剤との体系処理効果 （平成１１年　（社）日本植物防疫協会研究所）

＊ネマトリンエース粒剤20kg/10a相当



２０

●地　　温：16.5℃（10cm深）
●区　　制：1区4m２ 2反復
●処　　理：4/11（バスアミドを散布・混和し、散水。その後30cm間隔・15cm深度でクロルピクリンを点注処理。）
●被　　覆：7日間
●ガス抜き：4/18,22
●ガス濃度測定：被覆除去後に測定
●発芽テスト：定期的に土壌を採取し、だいこん種子で検定

できません。クロルピクリンとの同時処理は、
作物への影響期間が長くなるため、

絶対避けてください。
○クロルピクリンとの同時処理効果

　（平成１４年　日本曹達株式会社　榛原農業研究所）

薬　剤

バスアミド 20kg/10a

バスアミド 30kg/10a

バスアミド 20kg/10a

クロルピクリン 20ℓ/10a

バスアミド 30kg/10a

クロルピクリン 30ℓ/10a

クロルピクリン 20ℓ/10a

クロルピクリン 30ℓ/10a

2回目ガス抜きからの
安全確認日数
（発芽テスト）

0日

0日

32日以上

32日以上

4日

4日

16Q バスアミドとクロルピクリンの
同時処理は可能ですか？



２１

定植時 軽い薬害症状 強い薬害症状

17Q バスアミドのガス抜きが
不十分な場合に生じる薬害の症状を
教えてください。

ト マ ト

な す

き ゅ う り

ピ ー マ ン

レ タ ス

キ ャ ベ ツ

は く さ い

こ ま つ な



●使用前にはラベルをよく読んでください。
●ラベルの記載以外には使用しないでください。
●小児の手の届く所には置かないでください。

OT-2111

本資料は、０３年7月現在の登録に基づいています。

本剤使用の際は




